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広報誌

診療科 特集号 Vol.17
栄養管理科

〒193-0998 東京都八王子市館町1163番地　Tel.042-665-5611

【診療受付時間】平日 8:30～11:00　第1・3・5土曜日 8:30～10:00　【休診日】日曜日、祝日、第2・4土曜日、4月の第3土曜日、年末年始
※相談に関しては、24時間体制で実施しております。また、患者さんの状態に応じていつでも緊急手術の受け入れ体制を整備しています。

栄養管理科
紹介ページ

当院へのご相談・ご要望は、
お気軽にお問い合わせください

科長

小林 敏倫

多職種と連携し、
栄養面から患者さんを支える。

給食業務は日清医療食品株式会社に委託し、医師の指示に

基づき患者さんの病態や年齢、摂取状況に合わせた食事を

提供しています。季節を感じる行事食や、一般食の患者さん

には選択食を実施しています。栄養管理を行う中で、おいしい

ものを食べたいという患者さんの要望は多く、患者さんから

の意見を大切にし、委託会社に情報を伝達して食事の改善

に努め、互いに共同しながら栄養・食事の面で患者さんを

バックアップしています。

食事の状況を確認するために病室訪問をすると、患者さんか

らご相談を受けることがよくあります。患者さんから「栄養士

さんとお話しできてうれしかった」と言われたりするととても

嬉しく思います。今後も積極的に病室に伺い、患者さんが手

術や病気に対して前向きに向き合えるように、気持ちのケア

を意識した栄養管理を行います。

また、当院では、八王子のパン屋さんと協力し、生活習慣病で

お悩みの方でも安心して食べられる、高繊維や低糖質、低た

んぱく質、減塩などの様々な種類のパンやお菓子の開発にも

取り組んでいます。

当科の管理栄養士は現在13名となりました。

管理栄養士は、急性期・周術期・栄養サポート

チーム（NST）や病棟の栄養管理など、様々な

分野で重要な役割を担っており、管理栄養士

だけでなく多職種でのチーム連携が必要な時

代となってきています。その中でも栄養のスペ

シャリストとして活発な意見交換が行えるよ

う、栄養だけでなく病態の知識の研鑽も行っ

てまいります。

栄養相談においても、患者さんのエンパワーメ

ントが引き出せるような相談を行い、患者さん

の食事療法をサポートしていきたいと思いま

す。コロナ禍で中止していた腎臓病教室も10

月より再開され、2月には市民公開講座を行う

予定です。地域にも積極的に貢献していきた

いと思っていますので、対象の患者さんへの

参加のお声かけをお願い致します。

■ 栄養面から患者さんを幅広くサポートします

地域の先生方へ

科長 
小林 敏倫

栄養・食事を通して、
患者さんをバックアップ



患者さんに寄り添った栄養相談

栄養管理に関する診療報酬の改定で、管理栄養士が多職種と連携

栄養管理科は患者さんに、栄養面でのケアを行う部門です。医師、看護師、コメディカルなどの多職種と連

携し、患者さんを栄養面から支えます。当院の栄養士は糖尿病療養指導士、腎臓病療養指導士、がん病態

栄養専門管理栄養士をはじめとした専門資格を取得し、入院外来での栄養相談も行っています。

周術期の栄養管理によって術後の回復が早くなるなど、栄養

状態は外科治療の予後にも影響することが知られるようにな

りました。診療報酬改定にて2020年「早期栄養介入管理加

算」、2022年「周術期栄養管理実施加算」が新設され、当院

においても取り組みを開始しています。

早期栄養介入管理は、2021年5月からICUより開始し、諸事

情で一時中断しましたが2022年8月より再開、2022年12

月からは救命病棟も開始しています。管理栄養士が特定集中

治療室や救命病棟に常駐し、医師、看護師、コメディカルと連

携しながら適正な栄養管理を行います。

周術期栄養管理は2023年の5月から、上部消化管と膵臓の

手術の患者さんを対象に取り組みを開始しています。従来は

入院後からの栄養介入が中心でしたが、手術が決まった時点

から管理栄養士が、必要に応じて栄養相談を実施すること

で、外来時からの栄養介入を行うことができるようになりまし

た。具体的には、手術が決定したタイミングで、栄養スクリー

ニングを実施し、栄養リスクのある患者さんに対し、栄養相談

を行い日頃の食事状況を確認後に、入院前に少しでも栄養状

態を上げられるような方法について提案します。入院時には

再度栄養スクリーニングを実施し、手術の忍容性を評価し、

万全の体制で手術に臨めるように栄養面でサポートします。

術後には食事の摂取状況や栄養状態をアセスメントし、必要

に応じて退院に向けての食生活のアドバイスや退院後の外

来フォローを行います。

糖尿病や腎臓病、脂質異常症、高血圧症などの生活習慣病

は、食事を始めとした日々の生活習慣で改善できることも多

くあります。当科では、まず患者さんの話に耳を傾けて生活状

況をよく把握した上で、その方のライフスタイルに合わせて、

実現可能な目標について話し合い、少しずつ食生活習慣を改

善して行けるようにサポートするよう心掛けています。

西東京は臨床糖尿病支援ネットワークもあり、糖尿病のチー

ム医療が根付いている地域です。西東京糖尿病心理と医療

研究会などを通して、糖尿病患者さんの心理について色々学

び栄養相談にも活かしています。西東京糖尿病療養指導士、

日本糖尿病療養指導士の有資格者も多く在籍しています。ま

た、糖尿病だけでなく、腎臓病療養指導士、心不全療養指導

士・がん病態栄養専門管理栄養士・日本摂食嚥下リハビリ

テーション学会認定士・NST専門療法士など様々な資格も

有しています。栄養相談の件数は年々増加傾向でありました

が、コロナ禍や産休による人員不足などもあり減少し、昨年

は2602件でした。今年度は管理栄養士の増員もあり体制を

整え、栄養相談のご要望に応えていきたいと思っております。

地域の先生が患者さんに栄養相談を受けてほしい場合、「栄

養相談希望」で当院をご紹介ください。栄養相談を行う場合

には医師の栄養指導指示が必須となるため、患者さんに当院

を受診していただき、担当の医師に栄養指導指示箋を処方し

ていただく必要があります。

入院患者さんの栄養管理
患者さんの入院時には栄養スクリーニングを実施し、病状や

栄養状態・喫食状況など総合的に判断し、特別な栄養管理

が必要とされる患者さんに対しては病床訪問を行い、栄養補

給法や食事内容について提案しています。病棟のスタッフとも

週に1回、改変MUSTによる栄養スクリーニングを実施し、患

者さんの栄養状態に関してカンファレンスを行っています。さ

らに重点的な栄養サポートが必要な患者さんについては、医

師、看護師、管理栄養士、薬剤師、検査技師、言語聴覚士など

多職種で構成されているNSTに依頼しチーム回診を行って

います。今後はNSTの有資格者を増やし、病棟単位でNSTが

行えればと考えています。

栄養管理科のご紹介
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